
 

 

 

 

 
 

 

 
 

「○○先生、今少しよろしいでしょうか」「（相手の目を見て）ありがとうございます」「（相手の目を見て）お

はようございます」「昨日は（対応していただき）ありがとうございました」。東中学校で、もはや当たり前に

なってきている礼儀正しい言葉や振る舞い。そうした礼儀正しい言葉や姿にふれる度

に、礼儀正しさはやっぱり大事なことだなと思います。 

「Think CIVILITY 『礼儀正しさ』こそ最強の生存戦略である」 （東洋経済新報社）と

いう本があります。ビジネス書ですので、書かれていることは中学生を対象とした内容

ではありませんが、中学生に置き換えて紹介します。 

礼儀正しさのメリットとして、普段から礼儀正しくしていることで、周囲から声がかかりやすくなること。そ

の結果として努力の成果や能力を発揮する機会が増えること。いろいろな人からアドバイスや情報などを

得やすくなることがあげられています。さらに、礼節をわきまえていることから｢リーダーにふさわしい｣ともさ

れるようです。そして、礼節ある人が守る｢３つの原則｣が示されています。それは 「笑顔を絶やさない」「相

手を尊重する」「人の話に耳を傾ける」の３つです。この３つの原則は、中学生の皆もできること。もうすで

に実行できている人もいると思いますが、言葉の礼儀正しさにとどまらず、相手の気持ちを考えた行動、

最後まで人の話をしっかり聞くこと、そして「笑顔」を意識してみてください。きっと「礼儀」に磨きがかかり、

あなたの周りに変化が起きてきます。 

 

 
 

 「宣言」の延長。 新規感染者の人数が減っても油断は禁物。手洗いとマスク、距離の保持を確実に。 

令和３年６月３日発行（裏面なし） 

しののめ 

 

 

給食に出される牛乳。昨年度、ビンから紙パ

ックに変わり、残る本数が少なくなりましたが、全

校での残は、１００本ではきかない日が続いてい

ました。冬場、多い日は１５０本も。今は昔とちが

って、無理に飲ませることはしていないため、「き

らい」「苦手」と飲まない生徒が、残念ながら多く

なっています。 

ですが、この４月から残る本数に変化がみら

れました。５月２０日、牛乳の片付けを担当する

ひとりの先生が「新記録、１箱と１８本」と教えてく

れました。本数でいうと４２本。２５日は３３本とさ

らに減りました。残の本数が多いクラスの当番の

子に声をかけ、当番の子がクラスでよびかけてく

れたんだと思います。誰かがたくさん 

飲むんじゃなくて、飲めるけど飲ま 

ない子が変わってくださいね。 

 

 旭丘方面の残念な登校状況、その後は苦情がないので、改めてくれたんだなぁと思っています。 

校  長  

 

先日の夕刻、残念な話（苦情）が聞こえてきま

した。朝の登校時、住宅地の道路に５～６名の

生徒が広がって歩き、車の通行の妨げになって

いる、といった内容です。学校まで電話をされる

ということは、よほどのことと思いました。 

一日の始まりの出勤時、目の前に中学生が広

がって歩いている。車で近づく・・・すっと道をあ

けてペコッと会釈する中学生・・・きっと車の人も

「ありがとね」の合図・・・気持のよいやりとりに互

いがいい一日になります。逆は、近づいても避け

てくれない・・・気づかない？・・・しかたなく「クラ

クション」・・・中学生の怪訝そうな顔・・・なんでそ

んな顔される？・・・気分悪し！・・・となること至極

当然。集団、複数人で登下校する時ほど周りに

気づかいを。朝の出勤、通学時、互いに一日の

いいスタートができるよう気遣いを。できるはず。 

 


